
2006年 10月29日（日）、20回目の「関東シルクロード」を走りました。

1996年10月26日（土）、「関東シルクロード」は始まりました。ちょうど10年前

のことになります。コースは、八王子駅から町田駅までの約20キロ（たぶん）で参

加者は14名でした。その後、毎年桜の春と紅葉の秋と回数を重ね、気が付けば10

年、20回となりました。でも、それなら21回のはずでは…？実は、2003年の秋は、

町田のこどもの出産予定日（出産後のこともあり）が「関東シルクロード」の開催

日と重なっていたのでパスしたのです。

それにしても、この移動する“シルクロード”に何人のランナーが一緒に足跡を残

したことでしょう。川の流れの水のように参加者は、少しずつ変わっていきます。

変わらないのは、海宝道義さんと町田行弘のふたりですが、そんな私たちも仕事が

変わったり、住む場所を移動したり、いろいろありました。それでも「関東シルク

ロード」がなくならないのは、“せっかくの人生”を“遊び”中でも“遠足（自分の

足で遠くまで）”“寄り道”して“飲み食い”しながら“旅”することが大好きで、

いつも憧れているから。そうしていると、いろいろなものが見えてきて、様々な出

会いがあるような気がします。

今回は、拝島駅から鎌北湖まで走りました。



いつしか20回、されども20回
9時30分の集合時間に合わせて、拝島駅北口には、次々と参
加者が集まってきました。前々日、前日と駆け込みの申込があ
り、参加者は21名。そして、さらに、突然現れた方が1名。
ということで、20名定員のところ22名の参加と、久しぶり
の大人数となりました。ほとんどの方は、この関東シルクロー
ドに何回か参加されているなかば常連さんですが、初めての方
が8名いました。
全員揃ったところで、呼びかけ人の町田行弘と海宝道義さんが
「関東シルクロード」とは、どのようなものなのかを説明しま
す。私たちが考えた“シルクロード”を集まった方と一緒に走
る旅です。競走でも練習会（そんな匂いの時期もありました
が）でもありません。むしろ、助け合って励まし合ってみんな
で仲良く目的地を目指します。目的地までのルートを知ってい
るのは、海宝さんと町田だけ。さらに、コース案内と移動エイ
ドステーションとしての町田の車は、所々で待ち構えて集団を
止めてまとめてしまいます。途中で走れなくなった方は、車に
乗ってもらって構いません。
さて、いつのまにか20回目となった「関東シルクロード」。町
田は、ひとつの通過点としてさりげなく通り過ぎようと考えて
いたのですが、海宝さんは違っていました。この日の昼食を人
数分手作りで用意してくれたのです。大きな鍋や食器などで車
の中は占められてしまいました。
参加者が多いので、自己紹介はそれぞれ走りながらの自然体に
任せることにしてスタートです。余分な荷物は車の中へ。なん
と、助手席まで荷物で一杯になってしまいました。

距離より時間
まず、国道16号線に出て、横田基地の右手に見ながら川越方
面に北上します。最初の休憩は、4.2キロ地点のセブンイレブ
ン。ここで、走り初めの緊張を解きます。どんなペースでの集
団走になるかは、海宝さん次第なのですが、たいていの場合始
まりはハイペースなのです。でも、こうして止めちゃいます。
そして、休憩は海宝さんのおしゃべりとともに割と長目です。
ようやく（？）走り出し、国道を離れ、箱根ヶ崎駅方面の側道
（旧16号線）に入り、箱根ヶ崎駅でトイレ休憩。この間2キ
ロ、短い！

再び走り出し、歩道橋のかか
る交差点を左折して、16号バ
イパスの瑞穂モールへの
ショートカットとなる狭い道
を進みます。そして、モールの
先で休憩。ここも2キロ。
ここから、瑞穂と入間の工場
地帯を抜け、広大な狭山茶畑
の中を走ります。ほどよい
アップダウンで集団が拡がり
ますした。ということは、海宝
さんの調子がいいというこ
と？途中で左折して、レトロ
な駅舎の八高線の金子駅で卵
休憩をとることにしました。
卵休憩は、新しき村の河内さ
んが、毎回、村で採れた卵をゆ



で卵にして差し入れてくれた卵を食べるいわばおやつ（？）で
す。ここは、3.5キロでした。
初めのうち、こうして、小間切れにのんびり休憩を取ってい
て、夕方までに目的地に着くことができるかどうか不安にな
り、後半は休憩ポイントの距離が長目になるのです。そもそ
も、約30キロなんてひとりで頑張って走れば3時間足らず。
ということは、昼過ぎには走
り終えてしまいそうなもので
すが、いつも最後は日没との
闘いとなってしまうから不思
議です。でも、どうせ１日つ
かうなら、のんびりめいっぱ
い遊んだほうが得だし満足感
があります。距離より時間、
今回もいつものペースです。

河原で海宝特製ランチ
金子駅入口まで戻り、しばらく行ったT 字路を右折します。次
の休憩ポイントは、駿河台大学前のセブンイレブンとしまし
た。駿河台大学への案内標識に従って走ります。この道は、入
間と青梅を結ぶ道路で両側は狭山茶の直売店で賑わっていまし
た。2キロほど先の交差点を左折すると、緑の林の中の下り坂。
木々で視界が遮られているので、いったいどこまで落ちていく
のだろうと不安になるほどです。丘陵地帯に拡がる茶畑から入
間川に向かっての下り坂。なるほどこれなら茶畑の水はけがよ
いはずです。駿河台大学が左に見えたところでやっと坂は終わ

りました。突き当たりを左に行くとすぐにセブンイレブンがあ
ります。町田が、駐車場に車を入れて待っているのに、先頭の
海宝さんは、まったく気付かず通過、しかも、八高線の手前を
右折するはずだったのに、さらに直進。すぐに、車で追いかけ
てセブンイレブンへ連れ戻しました。
時刻は、12時20分、道路で入間川を渡る橋と八高線の鉄橋
との間にあった河原で昼食とすることにします。大きなビニー
ルシートを敷き、海宝さんが用意してくれた食事を準備しま
す。ポトフが入った大きな鍋をガスコンロで温めます。その間
に、パンにマリネ、スペアリブの薫製を頬ばります。突然始
まったピクニックの食事。しかも、缶ビールを買い込んで飲む
人（々）有り！まさに、秋の河原のバーベキューみたいな雰囲
気！「関東シルクロード」では、食堂に入ったこともあります
が、ほとんどがコンビニでそれぞれ好きなものを買って、そこ
の駐車場で食べています。こんな楽しい昼食は初めてです。海
宝さん、ありがとございました。

スピードの誘惑？
ここが、ちょうど中間地点、13時20分後半戦のスタートで
す。入間川を橋で渡り、道の狭い住宅街を走ります。西武池袋
線を渡り、国道299号線を横切り、飯能警察署の横を通り、八
高線を渡り、突き当たった道を右折するとすぐに宮沢湖です。
ここまで来ればもう先は見えたようなものなのですが…、適度
なアップダウンがちょっと辛いかも。宮沢湖を越えてしばらく
行ったサンクスで休憩します。昼食後、ここまでは、海宝さん



もペースを落として走ったようです。21キロ地点、ゴールま
で約10キロです。次の休憩ポイントは、約3.5キロ先のサン
クスと決めます。すると…、海宝さん先頭にフリー走行になっ
たかと思うようなハイペース！みんなくたびれた顔で到着しま
す。でも、このダメージが一番大きかったのは、先頭で引っ
ぱった海宝さんだったようです。“競走じゃないんだよ”

帰りのバスが無い！
河内さんが住む「新しき村」への入口を過ぎて、すぐの信号を
左折して鎌北湖へ向かいます。この時海宝さんは、最後尾をの
んびり走っていました。越生方面から鎌北湖に向かう道と合流
する地点の野菜直売所で最後の休憩を取ります。ここから、鎌
北湖までは約2キロですが、最後にちょっときつい上り坂があ
ります。沢沿いの遊歩道だと、割と平坦に進み本当に最後に

グッと上るから走りやすいという地元河内さんのアドバイスが
あり、遊歩道組と車道組に分かれました。車道はなだらかに
上って行きますが、遊歩道の最後はほんの40メートルほどを
45度くらいはあろうかとい
う傾斜で上っていて走れる人
はいませんでした。どっちが
速い？どっちが楽？どっちも
どっち。
こうして、鎌北湖のレイク
ビューに着いたのは、15時
50分でした。秩父の大滝温
泉からお湯を運んでいる温泉
で汗を流し、レストランで乾
杯！そして、18時30分、そ
ろそろ帰りましょうという時
にハプニングが。約束してい
た送迎バスが出はらってい
て、帰れない！フロントの女
性が自分の車を出し、タク
シーも手配して、なんとか
なったもののしばし騒然とし
てしまいました。町田も、海
宝さんと石井さんを乗せ、先
に歩いて帰った河内さん、山
本さん、後藤さんを拾って「新しき村」へ送り届け、帰りまし
た。
今度は、来年の春です。海宝さんは海へ行きたいみたいですが
…。どうしようかな？



これまで走ったこれまで走ったこれまで走ったこれまで走ったこれまで走った
「「「「「関関関関関東東東東東シシシシシルルルルルクククククロロロロローーーーードドドドド」」」」」

第1回　八王子－町田
第２回　町田－横浜
第3回　八王子－町田－横浜
第4回　鶴見川
第5回　陣馬山－高尾山
第6回　町田－七沢
第7回　多摩川
第8回　境川
第9回　さがみ
第10回　甲州街道
第11回　旧甲州街道
第12回　江ノ島－箱根湯本
第13回　甲府－下部温泉
第14回　玉川上水
第15回　飯能－秩父
第16回　江ノ島－観音崎
第17回　多摩
第18回　秋山
第19回　鶴巻温泉
第20回　鎌北湖

下記のURLにそれぞれのPDFファイルがあり
ます。
http://briefcase.yahoo.co.jp/bc/yukimakijp/
lst2?.tok=bcGv1MYB5HXt5LFA&.d i r=/
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海宝　道義 194-0202 東京都町田市下小山田町2731-4

　　　042-797-5383

町田　行弘 229-1103 神奈川県相模原市橋本5-29-12-201

　　　042-773-7415

土屋　晋 196-0025 東京都昭島市朝日町3-3-7

　　　042-545-5580

本橋　裕一 337-0052 埼玉県さいたま市見沼区堀崎町309

　　　048-688-4076

鈴木　令子 183-0005 東京都府中市若松町1-22-1

　　　042-365-4832

黒沢　佳文 338-0001 埼玉県さいたま市中央区上落合3-3-2

　 東風寮 　　　 　　　048-859-3341

高瀬　章 241-0001 神奈川県横浜市旭区上白根町956-3

　　　045-953-8343

西永　宣昭 207-0032 東京都東大和市蔵敷2-597-14

　　　042-563-1700

大場　愛子 166-0016 東京都杉並区成田西3-20-7　

ジェイパーク浜田山206

　　　03-3398-0777

加村　雅枝 167-0043 東京都杉並区上荻4-17-19

　　　03-5930-9394

加来　義信 228-0801 神奈川県相模原市鵜野森

1-28-14-102 　　　042-747-1636

土屋　幸子 115-0056 東京都北区西が丘1-32-7

　　　03-3909-2276

吉田　幸彦 335-0021 埼玉県戸田市新曽1799-3-412

　　090-1959-1434

河内　洋子 350-0445 埼玉県入間郡毛呂山町新しき村

　　　049-295-0991

太田　順子 168-0063 東京都杉並区和泉2-13-30-1103

　　　03-5930-3188

石井　純子 206-0823 東京都稲城市平尾1-52-22

　　　042-331-5570

後藤　知子 350-0247 埼玉県坂戸市西坂戸5-18-21

　　　049-286-0298

内山　芳忠 104-0043 東京都中央区湊3-2-9-804

　　　03-3551-1026

能條　千鶴 194-0032 東京都町田市本町田2889-5

　　　042-724-6532

横倉　正俊 194-0033 東京都町田市木曽町526-6

　　　042-726-9145

津村　明彦 243-0401 神奈川県海老名市東柏ケ谷

5-10-32-301 　　　046-236-0253

津村　美穂子 243-0401 神奈川県海老名市東柏ケ谷

5-10-32-301 　　　046-236-0253

山本　勇 350-0247 埼玉県坂戸市西坂戸5-29-15

　　　049-279-1120

三輪　主彦 173-0023 東京都板橋区大山町33-6

　　　03-3959-5959


